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戦
時
下
に
お
け
る
国
語
教
育
に
つ
い
て

教
育
課
程
の
改
訂
に
伴
い
、
小
学
校
に
お
い
て
は
、
教
科
の
組
み
替
え
に

よ
り
「
生
活
科
」
が
新
設
さ
れ
、
中
学
校
に
お
い
て
怯
、
体
験
的
内
容
を
中

心
と
す
る
総
合
学
習
が
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、
今
後
の
学
校
教
育
に
お
い
て

生
活
経
験
的
学
習
内
容
を
重
要
視
し
て
い
こ
う
と
す
る
方
向
性
が
打
ち
出
さ

れ
た
。
国
語
教
育
に
お
い
て
も
従
来
の
文
学
教
育
重
視
の
方
向
性
が
見
直
さ

れ
、
言
語
教
育
重
視
へ
と
転
換
が
な
さ
れ
、
と
く
に
音
声
言
語
（
話
し
言

葉
）
教
育
の
方
向
性
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、

戦
時
下
で
は
あ
っ
た
が
、
昭
和
〓
ハ
年
前
後
に
お
け
る
国
語
教
育
に
も
認
め

ら
れ
、
当
時
の
国
策
に
沿
っ
た
か
た
ち
で
取
り
扱
わ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る。

今
回
示
さ
れ
た
教
育
の
流
れ
に
つ
い
て
当
時
の
国
民
学
校
の
教
育
内
容
を

参
考
に
し
な
が
ら
検
証
し
て
み
る
こ
と
も
意
味
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。

一
国
民
学
校
令
と
国
語
教
育

小
学
校
令
の
改
正
（
国
民
学
校
令
）
　
に
伴
い
、
従
来
の
尋
常
高
等
小
学
校

が
国
民
学
校
と
し
て
改
組
さ
れ
、
発
足
し
た
の
は
昭
和
〓
ハ
年
四
月
l
日
で

あ
る
。
「
国
民
学
校
令
施
行
規
則
」
に
よ
っ
て
「
国
語
」
は
「
修
身
」
「
国

史
」
「
地
理
」
と
と
も
に
新
設
教
科
「
国
民
科
」
　
の
一
科
目
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
「
国
語
」
は
「
読
み
方
」

「
綴
り
方
」
「
書
き
方
」
「
話
し
方
」
　
の
四
領
域
に
分
け
ら
れ
、
と
く
に
「
話

清

　

水

　

　

　

萱

し
方
」
が
独
立
し
た
領
域
と
し
て
特
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
認
め
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
改
変
は
大
陸
へ
の
日
本
語
の
進
出
が
日
本
語
（
標
準
語
）

教
育
の
必
要
性
を
促
進
さ
せ
る
と
い
っ
た
、
当
時
の
国
策
に
沿
っ
た
時
代
的

注
一

要
請
に
対
応
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

「
国
民
学
校
令
施
行
規
則
」
　
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

話
シ
方
二
於
テ
ハ
、
児
童
ノ
自
由
ナ
ル
発
表
ヨ
リ
始
メ
、
次
第
二
之
ヲ

醇
正
ナ
ラ
シ
メ
、
併
セ
テ
聴
キ
方
ノ
練
習
ヲ
為
ス
べ
シ
。

話
シ
方
ハ
、
主
ト
シ
テ
読
ミ
方
綴
り
方
等
二
於
テ
之
ヲ
指
導
シ
、
尚
各

教
科
諸
行
凛
等
二
現
レ
ル
事
項
ヲ
話
題
ト
シ
テ
練
習
セ
シ
メ
、
実
際
的
効

果
ヲ
拳
グ
ル
ニ
カ
ム
べ
シ
。

発
音
ヲ
正
シ
抑
揚
二
留
意
シ
、
進
、
、
、
テ
ハ
文
章
二
即
シ
テ
適
宜
語
法
ノ

初
歩
ヲ
授
ケ
、
醇
正
ナ
ル
国
語
ノ
使
用
二
習
熟
セ
シ
ム
べ
シ
。

他
ノ
教
科
及
児
童
ノ
日
常
生
活
二
於
テ
モ
、
醇
正
ナ
ル
国
語
ヲ
使
用
セ

シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
留
意
ス
べ
シ
。

我
ガ
国
語
ノ
特
質
ヲ
知
ラ
シ
メ
、
国
語
ヲ
尊
重
愛
護
ス
ル
ノ
念
二
培
ヒ
、

其
ノ
醇
正
二
カ
ム
ル
ノ
精
神
ヲ
養
フ
べ
シ
。

県
民
の
、
国
民
学
校
に
対
す
る
関
心
が
高
か
っ
た
こ
と
に
応
え
る
意
味
と
、

県
民
へ
の
啓
蒙
を
意
図
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
当
時
の
『
信
濃
毎
日
新
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聞
』
　
の
紙
面
に
お
い
て
「
国
民
学
校
早
わ
か
り
」
と
題
す
る
特
集
記
事
を
十

二
回
に
わ
た
り
掲
載
し
て
い
る
（
昭
和
〓
ハ
年
二
月
一
八
日
～
三
月
一
日
）
。

そ
の
中
の
「
国
民
学
校
早
わ
か
り
（
四
）
」
は
、
国
語
教
育
に
関
す
る
記
事

で
、
そ
の
特
色
（
音
声
言
語
教
育
の
充
実
）
　
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
伝
え
て

いる。

国
民
科
国
語
の
l
分
節
と
し
て
話
方
が
と
り
上
げ
ら
れ
て
来
た
の
は
注

意
す
べ
き
事
で
す
、
国
語
教
育
の
地
盤
的
領
域
と
し
て
読
み
方
、
綴
り
方

と
相
即
し
て
国
語
の
音
声
面
の
修
練
と
し
て
の
話
方
の
訓
練
は
常
に
心
が

く
べ
き
事
で
す
、
そ
の
現
れ
と
し
て
今
後
の
初
等
科
一
年
の
「
ヨ
、
、
、
カ

タ
」
巻
一
で
は
最
初
は
全
然
文
字
を
出
さ
ず
絵
だ
け
を
出
し
て
、
そ
れ
で

先
生
と
児
童
が
お
話
を
し
て
児
童
の
発
す
る
言
葉
を
自
然
に
訓
練
す
る
と

い
ふ
仕
組
に
な
っ
て
居
り
ま
す
、

（
長
野
師
範
学
校
付
属
国
民
学
校
訓
導
磯
川
準
一
「
国
語
に
拠
る
国
民
陶

冶
　
読
む
力
を
練
成
す
る
」
　
二
月
二
一
日
付
）

右
の
教
科
目
標
を
実
現
す
べ
く
、
教
科
書
は
次
の
よ
う
な
か
た
ち
で
用
意

さ
れ
た
。

ヨ
ミ
カ
タ
一
・
二
　
二
年
）

コ
ト
バ
ノ
オ
ケ
イ
コ
一
・
二
　
（
l
年
）

よ
み
か
た
三
・
四
（
二
年
）

こ
と
ば
の
お
け
い
こ
三
・
四
（
二
年
）

初
等
科
国
語
二
　
二
一
（
三
年
）

初
等
科
国
語
三
・
四
（
四
年
）

初
等
科
国
語
五
二
ハ
　
（
五
年
）

初
等
科
国
語
七
・
八
　
（
六
年
）

高
等
科
国
語
一
二
一
（
高
等
科
一
年
）

高
等
科
国
語
：
丁
四
（
高
等
科
二
年
）

『
コ
ト
バ
ノ
オ
ケ
イ
コ
』
　
は
　
『
ヨ
ミ
カ
タ
』
　
と
の
関
連
に
お
い
て
一
、
二

学
年
の
低
学
年
向
け
に
編
蒸
さ
れ
た
も
の
で
、
書
き
言
葉
、
話
し
言
葉
を
含

め
た
言
語
活
動
（
発
音
、
語
法
、
か
な
づ
か
い
、
書
き
方
等
）
に
慣
れ
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

国
民
学
校
用
の
「
国
語
」
の
教
科
香
は
、
順
次
発
行
さ
れ
、
昭
和
〓
ハ
年

に
は
、
『
ヨ
ミ
カ
タ
』
　
（
l
・
二
）
、
『
よ
み
か
た
』
（
三
・
四
）
、
『
コ
ト
バ
ノ
オ

ケ
イ
コ
』
（
丁
二
）
、
『
こ
と
ば
の
お
け
い
こ
』
（
三
・
四
）
、
昭
和
一
七
年
に

は
　
『
初
等
科
国
語
〓
－
五
・
七
）
』
、
昭
和
一
八
年
に
は
　
『
初
等
科
国
語
』

（
六
・
八
）
、
昭
和
一
九
年
に
は
　
『
高
等
科
国
語
』
　
（
一
二
〇
、
昭
和
二
〇
年

に
は
　
『
高
等
科
国
語
』
　
（
三
）
が
刊
行
さ
れ
、
『
高
等
科
国
語
』
　
（
四
）
　
は
未

刊
の
ま
ま
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
戦
時
下
に
お
い
て
の
教
科
書
の
切
り
替

え
・
供
給
に
つ
い
て
は
困
難
な
状
況
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
も
の
と
判
断
さ

れ
る
。
当
時
の
教
科
書
の
供
給
に
つ
い
て
　
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
　
は
次
の
よ
う

に
伝
え
て
い
る
。

け
ふ
か
ら
ウ
レ
シ
イ
国
民
学
校
セ
イ
ト
ー
ー
ー
幼
い
胸
を
ふ
く
ら
ま
し
て

ラ
ソ
ド
セ
ル
を
買
っ
て
〝
国
民
学
校
″
　
の
門
を
く
ゞ
る
、
だ
が
教
科
書
は

ま
だ
来
な
い
、
一
年
生
用
「
ヨ
イ
コ
ド
モ
上
」
「
ヨ
、
、
、
カ
タ
巻
l
」
と
二

年
生
用
「
ヨ
、
、
、
カ
タ
巻
：
こ
「
テ
ホ
ソ
巻
三
」
「
エ
ノ
ホ
ソ
巻
三
」
は
既
に

二
十
八
日
東
京
小
石
川
の
日
本
書
籍
会
社
か
ら
発
送
さ
れ
た
が
何
分
に
も

貨
物
転
院
の
際
、
長
野
市
だ
け
で
も
二
幸
と
い
ふ
大
量
に
な
る
の
で
輸
送

の
く
り
廻
し
も
大
騒
ぎ
、
大
体
三
日
頃
着
荷
次
第
売
出
す
予
定
残
り
の
一

年
生
用
「
コ
ト
バ
ノ
オ
ケ
イ
コ
」
「
カ
ズ
ノ
ホ
ソ
」
や
三
年
生
用
の
「
カ

ズ
ノ
ホ
ソ
」
も
此
処
一
両
日
中
に
発
送
さ
れ
る
の
で
七
日
の
月
曜
日
ま
で

に
は
教
科
書
も
一
応
は
揃
ふ
が
「
ウ
タ
ノ
ホ
ソ
」
だ
け
は
一
、
二
年
用
両

方
と
も
ち
ょ
っ
と
遅
れ
る
、
新
教
科
書
は
紙
質
が
大
部
落
ち
た
の
で
初
め

か
ら
丁
寧
に
使
ふ
心
掛
け
が
肝
心
、
教
科
書
は
遅
れ
る
し
最
初
の
国
民
学

校
教
育
で
は
あ
る
し
担
当
の
先
生
連
も
授
業
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
へ
る
の

に
ち
ょ
っ
と
間
誤
つ
い
て
ゐ
る
が
、
教
授
用
だ
け
は
既
に
全
部
先
生
の
手
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許
へ
間
に
合
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
先
づ
も
っ
て
授
業
に
心
配
は
な
い

（
「
け
ふ
か
ら
嬉
し
い
な
一
年
生
　
す
ぐ
に
揃
は
ぬ
教
科
書
」
四
月
一
日

付）こ
の
よ
う
な
事
態
は
長
野
県
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
秋
田
県
に
お
い
て
は
も

っ
と
深
刻
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
「
教
科
書
不
足
冊
数
調
（
児
童
）
」
（
植
田
国

民
学
校
『
昭
和
〓
ハ
年
度
教
務
綴
』
）
を
調
査
し
た
結
果
に
つ
い
て
、
戸
田

注
二

金
一
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
の
ほ
う
、
こ
れ
に
問
題
を
感
じ
る
。
つ
ま
り
、
初
等
科
一
、

二
年
用
教
科
書
が
遅
配
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
最
主
要
教

科
と
い
っ
て
も
よ
い
修
身
は
両
学
年
と
も
、
そ
し
て
二
学
年
の
算
数
を
初

め
と
し
て
、
芸
能
科
関
係
で
は
両
学
年
の
ほ
と
ん
ど
の
教
科
書
の
用
意
が

で
き
な
い
ま
ま
、
国
民
学
校
は
発
足
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
後
植
田
国
民

学
校
に
お
い
て
、
い
つ
そ
れ
ら
の
教
科
書
が
入
手
で
き
た
の
か
、
そ
れ
を

示
す
記
銀
は
見
当
た
ら
な
い
。

戦
況
が
悪
化
す
る
忙
し
た
が
い
、
教
科
書
の
配
給
も
困
難
な
状
況
に
追
い

込
ま
れ
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
示
す
次
の
よ
う
な
『
信
濃
毎
日
新

聞
』
　
（
昭
和
一
九
年
五
月
八
日
付
）
　
の
記
事
が
認
め
ら
れ
る
。

埴
科
郡
下
各
国
民
学
校
は
新
学
期
へ
は
い
っ
て
す
で
に
一
ケ
月
余
経
過

し
な
が
ら
高
等
科
生
徒
用
教
科
書
が
未
着
の
た
め
対
策
に
菅
心
し
て
ゐ
る

未
着
の
原
因
は
高
一
用
各
教
科
書
が
全
部
改
正
と
な
り
編
纂
及
び
印
刷
が

連
れ
た
こ
と
、
輸
送
力
が
な
い
こ
と
に
よ
る
と
い
は
れ
、
現
在
の
と
こ
ろ

い
つ
到
着
す
る
か
全
く
未
定
だ
が
こ
れ
に
対
し
県
並
び
に
郡
数
学
課
当
局

か
ら
な
ん
ら
対
策
が
明
示
さ
れ
な
い
た
め
高
等
科
担
任
訓
導
は
学
校
む
け

放
送
に
よ
っ
て
教
材
を
得
て
教
授
し
余
剰
時
間
は
運
動
場
学
校
農
園
な
ど

の
開
田
開
畑
耕
作
或
は
町
村
耕
地
事
業
、
道
路
修
理
作
業
な
ど
に
勤
奉
す

る
な
ど
辛
く
も
授
業
を
続
け
て
ゐ
た
、
数
日
前
四
月
教
材
を
高
一
教
師
用

国
語
、
農
業
裁
縫
三
部
が
訓
導
数
だ
け
配
本
さ
れ
た
の
で
原
文
を
謄
写
版

で
刷
り
生
徒
に
配
布
し
て
ゐ
た
が
そ
の
原
紙
並
に
用
紙
も
不
足
が
ち
の
た

め
学
校
当
局
の
苦
悶
は
い
よ
く
た
か
ま
っ
て
ゐ
る
な
は
講
義
用
教
科
書

は
大
体
前
年
同
様
で
卒
業
生
の
古
本
を
借
用
し
て
間
に
あ
は
せ
て
ゐ
る
が

い
づ
れ
に
し
て
も
生
徒
の
学
力
低
下
は
さ
け
ち
れ
ず
関
係
方
面
は
当
局
へ

上
道
一
日
も
早
く
配
本
さ
れ
る
や
う
要
望
し
て
ゐ
る

宮
下
埴
科
郡
教
学
課
長
談

未
だ
学
校
へ
は
指
令
を
だ
す
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
が
初
等
科
教
科
書

と
編
纂
趣
旨
を
参
考
に
決
戦
教
育
精
神
を
体
し
そ
の
上
に
職
業
教
育
を

加
味
し
て
各
校
独
自
な
教
育
を
し
て
も
ら
ひ
た
い
と
恩
ふ

（
「
教
科
書
未
配
に
活
せ
　
決
戦
教
育
の
徹
底
　
宮
下
教
学
課
長
の
話

（埴科）」）二
　
国
語
の
醇
正
化
教
育
と
長
野
県
の
国
民
学
校
に
お
け
る
取
り
組
み

「
国
民
学
校
令
施
行
規
則
」
　
の
な
か
で
「
国
語
」
　
の
教
科
目
標
と
し
て
示

さ
れ
た
「
醇
正
ナ
ル
国
語
ノ
使
用
二
習
熟
セ
シ
ム
べ
シ
」
な
ら
び
に
「
醇
正

ナ
ル
国
語
ヲ
使
用
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
留
意
ス
べ
シ
」
等
の
事
項
に
つ
い
て
各

学
校
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
推
進
し
、
具
体
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
実
憩
を
長
野
県
の
国
民
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
に
探
っ
て
み
よ
う
。

川
柳
国
民
学
校
な
ら
び
に
美
鴬
国
民
学
校
の
職
員
会
託
に
次
の
よ
う
な
記

載
が
あ
る
。

「
川
柳
国
民
学
校
職
員
会
誌
」
（
昭
和
〓
ハ
年
五
月
l
九
日
）

言
葉
　
コ
ト
バ
ノ
オ
ケ
イ
コ
　
1
二
致
サ
セ
ル

女
子
ヲ
呼
ブ
ニ
ー
ー
ー
ー
名
前
こ
　
さ
ん
　
ヲ
付
ケ
ル

男
子
ヲ
呼
ブ
ニ
　
ー
　
　
苗
字
力
名
前
：
　
君
・
さ
ん
　
ヲ
付
ケ
ル

（
『
川
柳
小
学
校
誌
』
　
二
六
〇
貢
）

「
莫
蕃
国
民
学
校
職
員
会
誌
」
（
昭
和
l
六
年
）

㈲
言
葉
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キ

ミ

　

　

ボ

ク

　

　

タ

ン

　

　

　

　

　

　

　

ワ

タ

ク

シ

①
　
君
、
僕
、
君
、
さ
ん
、
私
、
ア
ナ
タ

家
庭
に
於
て
も
躾
け
を
や
る
様
に
協
力
し
て
ほ
し
い

（
『
美
鴬
小
学
校
八
十
年
託
』
　
二
〇
六
貢
）

赤
穂
国
民
学
校
に
お
い
て
は
「
l
日
の
生
活
」
（
昭
和
一
七
年
）
と
い
う

印
刷
物
を
作
成
し
、
家
庭
に
配
布
す
る
こ
と
で
学
校
、
家
庭
の
連
携
を
深
め
、

児
童
の
生
活
訓
練
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
次
の
よ
う
な
記
載

が
あ
る
。

六
　
父
母
長
上
ヲ
敬
ィ
、
言
葉
ズ
カ
イ
ヤ
動
作
ヲ
鄭
重
ニ
ス
ル
．
コ
ト

○
言
葉
ズ
カ
イ
ハ
正
シ
ク
ハ
ッ
キ
リ
ト
言
ィ
、
野
卑
ナ
言
葉
ヲ
ロ
ニ
シ

ナ

イ

コ

ト

O
「
ハ
イ
」
「
イ
イ
エ
」
　
ト
ハ
ッ
キ
リ
返
事
ガ
デ
キ
ル
コ
ト

○
父
母
長
上
二
対
シ
テ
ハ

自
称
…
…
…
…
「
私
」

対

称

…

…

…

…

「

…

…

…

サ

ソ

」

○
友
達
二
対
シ
テ
ハ

自
称
…
…
…
…
「
私
」
又
ハ
　
「
僕
」

対

称

…

…

…

…

「

…

…

…

サ

ソ

」

又

ハ

　

「

…

…

…

君

」

（
『
赤
穂
小
学
校
百
年
史
』
　
六
四
三
貢
）

同
じ
く
、
西
箕
輪
国
民
学
校
の
「
私
の
生
活
」
（
昭
和
一
七
年
）
　
に
も
次

の
よ
う
に
あ
る
。

五
、
言
葉
遣
ニ
ッ
イ
テ

1
男
子
ハ
　
「
何
々
君
」
「
君
」
「
僕
」
　
女
子
ヲ
呼
ブ
時
こ
ハ
　
「
サ
ソ
」

ト
呼
ブ

2
女
子
ハ
　
「
何
々
サ
ソ
」
「
ア
ナ
タ
」
「
私
」
　
ヲ
用
フ
ル

3
長
上
二
対
シ
テ
ハ
　
「
私
」
　
ト
イ
フ

イ
　
自
分
ノ
コ
ト
ハ
　
「
私
」
　
ト
イ
フ

ロ
　
敬
語
ヲ
便
フ

「
ハ
イ
」
「
ア
リ
マ
ス
」
「
マ
キ
リ
マ
ス
」
「
ゴ
ザ
イ
マ
ス
」
「
デ
キ

マ
シ
タ
」
「
ワ
カ
リ
マ
シ
タ
」
「
イ
ク
シ
マ
ス
」
「
申
シ
マ
ス
」

（
『
西
箕
輪
学
校
百
年
史
』
　
二
八
〇
頁
）

「
坂
城
国
民
学
校
児
童
心
得
」
　
の
「
躾
二
関
ス
ル
注
意
事
項
」
に
は
次
の

よ
う
な
記
載
が
あ
り
、
国
語
の
醇
正
化
教
育
が
児
童
の
実
生
活
に
即
し
た
場

面
に
お
い
て
錬
成
的
事
項
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

1
基
本
的
礼
法

の
言
語
・
動
作

○
父
母
教
師
長
上
ヲ
敬
ヒ
言
語
ヲ
鄭
重
ニ
ス
ル

○
言
語
ヲ
明
瞭
ニ
シ
低
声
過
ギ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ
ス
ル

（
『
坂
城
小
学
校
百
年
史
』
　
二
一
五
貢
）

国
語
の
醇
正
化
教
育
、
と
く
に
方
言
の
矯
正
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
「
職

員
会
記
録
」
が
あ
る
。

四
月
l
九
日
（
二
時
半
よ
り
）

○
学
科
担
任
部
面
に
つ
い
て
打
合
事
項
要
点

H
修
身
科
・
生
活
指
導
の
印
刷
を
各
組
協
力
し
て
実
践
す
る
こ
と

・
家
庭
へ
配
布
す
る
「
ヨ
イ
コ
の
莱
」
に
つ
き
協
議
の
こ
と

・
挨
拶
に
つ
き
問
題
あ
り
（
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
　
さ
や
う

な
ら
）

臼
国
語
・
教
師
用
を
よ
く
読
み
こ
な
し
て
指
導
す
る
こ
と

・
今
ま
で
の
主
観
に
と
ら
ほ
れ
ず
素
直
に
読
ん
で
教
授
す
る
こ

・
方
言
の
矯
正
を
な
す
こ
と

臼
国
史
・
新
教
科
書
に
つ
き
研
究
し
た
い

・
今
ま
で
の
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
ず
よ
く
読
ん
で
教
授
の
こ
と

・
国
語
と
関
係
し
て
い
る
点
留
意
し
て
や
る
こ
と

（
「
昭
和
一
八
年
度
職
員
会
記
録
抄
」
『
信
州
金
澤
学
校
百
年
史
』
　
二
九
四
貢
）
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通
常
の
授
業
に
お
い
て
も
国
語
の
醇
正
化
教
育
は
重
点
的
課
題
で
あ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
l
五
年
九
月
の
「
教
員
日
記
」
（
『
教
室
』
角
文
集

名
）
　
に
記
載
さ
れ
た
評
に
関
連
す
る
記
録
）
　
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（矯）

O
「
方
言
の
矯
正
と
、
か
な
づ
か
ひ
の
是
正
に
l
工
夫
欲
し
い
」
と
い
ふ

言
葉
に
、
今
懸
命
に
言
葉
づ
か
い
の
向
上
に
つ
く
し
て
ゐ
る
か
ら
尚
一
層

努
め
や
う
。
必
ず
次
の
文
集
ま
で
に
は
少
し
は
成
果
も
あ
る
と
思
ふ
、

（
『
長
野
県
教
育
史
』
巻
一
五
・
上
伊
那
郡
春
近
尋
常
高
等
小
学
校
・
五
三

二頁）
同
「
教
員
日
記
」
（
二
一
月
〓
「
　
三
、
四
日
－
－
⊥
父
兄
懇
談
会
に
関
連

す
る
記
録
）
　
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

○
勉
強
の
し
方
、

（に脱か）

と
く
は
ん
、
節
を
つ
け
て
よ
む
く
せ
が
一
般
あ
る
様
で
す
が
、
あ
れ
は

ま
ち
が
ひ
で
す
か
ら
、
話
口
調
に
御
注
意
下
さ
い
ま
せ
。
早
口
に
べ
ら

〈
よ
む
よ
り
、
お
ち
つ
い
て
意
味
を
つ
か
み
乍
ら
よ
む
こ
と
が
い
ゝ
こ

と
、
尚
文
字
が
、
知
ら
ず
よ
め
な
い
や
う
で
し
た
ら
、
く
り
返
し
く
こ

と
を
御
す
ゝ
め
下
さ
い
、

（中略）
○
家
の
兄
妹
に
さ
ん
ち
ゃ
ん
づ
け
に
し
て
下
さ
い
、

○
こ
と
ば
に
気
を
つ
け
ら
れ
た
し
、

（
『
長
野
県
教
育
史
』
巻
一
五
・
五
三
三
頁
）

右
の
記
録
は
、
父
兄
懇
談
会
等
の
境
会
を
利
用
し
、
国
語
の
醇
正
化
教
育

の
促
進
が
図
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

三
　
国
語
の
醇
正
化
教
育
と
沖
縄
県
、
満
洲
国
の
国
民
学
校
に
お
け
る

取
り
組
み

戦
時
下
に
お
け
る
国
民
学
校
の
国
語
教
育
に
つ
い
て
沖
縄
県
と
満
洲
国
の

例
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

沖
縄
県
は
、
明
治
期
の
学
制
開
始
直
後
よ
り
日
本
語
に
よ
る
共
通
悪
化
政

策
が
導
入
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
は
極
め
て
特
殊
な
地
域
と
い
え
る
。
学
校

や
公
的
な
場
所
に
お
い
て
は
生
活
言
語
と
し
て
の
琉
球
語
が
矯
正
の
対
象
と

さ
れ
、
国
家
語
と
し
て
の
日
本
語
が
強
要
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
歴
史
的
経
過
を
辿
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
沖
縄
県
の
国
語
教
育
に
、

戦
時
下
に
お
け
る
国
民
学
校
教
育
が
期
待
す
る
と
こ
ろ
は
そ
の
徹
底
と
強
化

に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
実
態
を
示
す
本
永
守
靖
氏
の
次
の
よ
う

注
三

な
言
及
が
あ
る
。

ま
た
、
沖
縄
の
言
語
環
境
は
、
根
強
い
方
言
使
用
地
域
で
あ
っ
た
た
め
、

標
準
語
の
普
及
と
指
導
が
、
明
治
十
三
年
の
学
校
教
育
の
発
足
以
来
、
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
国
民
学
校
令
の
施
行
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す

国
家
主
義
が
強
調
さ
れ
、
国
語
愛
護
の
精
神
の
啓
培
、
国
語
の
醇
正
化
、

標
準
語
の
徹
底
指
導
が
叫
ば
れ
る
に
い
た
っ
て
、
沖
縄
に
お
け
る
国
語
教

育
上
の
関
心
が
そ
こ
へ
集
中
す
る
の
は
当
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
。
当

時
の
県
教
育
綱
領
に
は
「
国
語
教
育
ノ
徹
底
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
標
準
語
指
導
の
徹
底
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
、
県
当
局
も
、
重

要
施
策
に
標
準
語
問
題
を
と
り
あ
げ
、
「
戦
時
下
に
於
け
る
県
民
生
活
の

刷
新
向
上
に
関
す
る
具
体
的
方
策
」
を
制
定
し
て
「
標
準
語
励
行
の
挙
県

的
一
大
運
動
を
根
強
く
展
開
し
、
雰
囲
気
の
醸
成
に
努
む
る
こ
と
」
と
う

た
っ
て
い
る
。

各
学
校
で
は
、
標
準
語
の
励
行
訓
練
を
目
標
に
か
か
げ
て
、
不
正
語
の

矯
正
、
方
言
使
用
の
懲
罰
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
い
き
お
い
、

自
由
な
言
語
表
現
の
圧
迫
、
方
言
撲
滅
と
い
う
行
き
過
ぎ
も
生
じ
、
「
方

言
論
争
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
過
熱
し
た
状
況
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ

た。清
洲
国
に
お
い
て
も
国
民
学
校
が
設
置
さ
れ
、
国
家
語
と
し
て
の
日
本
語
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教
育
が
施
さ
れ
て
い
た
。
日
本
語
教
育
の
実
態
を
示
す
一
谷
清
昭
氏
の
次
の

注
四

よ
う
な
報
告
が
あ
る
。

数
へ
方
は
、
先
づ
初
期
に
於
て
は
何
を
お
い
て
も
直
接
法
で
、
実
物
実

感
教
授
で
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ
こ
で
教
科
書
に
、

コ

レ

ハ

　

ハ

コ

デ

ス

。

と
あ
る
の
を
、
ど
う
扱
っ
た
ら
よ
い
か
と
考
へ
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
づ
手
頃
な
ハ
コ
を
用
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
こ
で
、
白
墨
箱
と

マ
ッ
チ
箱
を
用
意
し
た
。
そ
し
て
試
し
に
、
白
墨
箱
を
指
し
て

コ
レ
ハ
　
ナ
ソ
デ
ス
カ
。

と
や
つ
て
見
た
。
少
年
た
ち
は
し
ば
ら
く
鳴
り
を
ひ
そ
め
て
ゐ
た
が
、
や

が
て
勇
敢
さ
う
な
の
が
一
人
ぬ
っ
と
起
立
し
て
、
「
ハ
コ
ボ
コ
！
」
と
云

つた。云
ほ
れ
た
以
上
は
相
手
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

「
さ
う
で
す
。
ハ
ク
ポ
ク
、
ハ
ク
ボ
ク
で
す
ね
。
み
な
さ
ん
も
一
し

ょ
に
ハ
ク
ボ
ク
、
は
い
ー
」

し
か
し
、
こ
れ
で
は
脱
線
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
先
生
は
、
い
き
な
り
、

白
墨
を
机
の
上
に
が
ら
が
ら
と
ぶ
ち
ま
け
て
し
ま
っ
た
。
今
度
は
空
に
な

っ
た
箱
だ
け
を
手
に
持
っ
て
、
も
う
一
度
、

コ
レ
ハ
　
ナ
ソ
デ
ス
カ
。

と
や
っ
て
見
た
。
少
年
た
ち
は
ひ
と
し
き
り
ざ
わ
め
い
た
。
「
先
生
設
是
、

這
是
甚
腰
的
」
（
先
生
は
こ
れ
は
何
か
つ
て
云
っ
て
る
ん
だ
ら
う
）
と
か

「
那
是
粉
筆
会
見
不
是
麿
」
（
あ
れ
は
チ
ョ
ー
ク
入
れ
ぢ
や
な
い
の
か
い
）

「
那
麿
了
ハ
ク
ボ
ク
イ
レ
罷
」
（
そ
れ
ぢ
や
ハ
ク
ボ
ク
イ
レ
だ
ら
う
）
　
と
云

っ
た
工
合
で
あ
る
。
や
が
て
衆
智
を
集
め
て
代
表
者
が
立
っ
て
、
「
ハ
ク

ボ
ク
イ
レ
デ
ス
。
」
と
答
へ
る
。
先
生
は
こ
れ
も
肯
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

「
さ
う
で
す
」
と
答
え
た
ま
上
、
し
ば
ら
く
は
教
壇
の
上
で
立
往
生
の
体

で
あ
る
。
先
生
は
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
マ
ッ
チ
箱
を
出
し
た
。
こ
れ
も
中
味
の

マ
ッ
チ
を
全
部
抜
き
と
つ
て
、
生
徒
た
ち
に
示
し
た
。
そ
し
て
前
の
質
問

形
式
で
は
又
「
マ
ッ
チ
デ
ス
」
な
ど
と
云
ほ
れ
て
は
面
倒
だ
か
ら
、
恩
ひ

切
っ
て
、コ

レ

ハ

　

ハ

コ

デ

ス

と
や
っ
て
見
た
。
教
室
の
中
で
は
頭
の
良
さ
さ
う
な
子
供
ら
は
、
な
る
ほ

ど
と
云
ふ
思
ひ
入
れ
で
う
な
づ
い
た
り
し
て
ゐ
る
。
今
度
は
ど
う
や
ら
利

き
日
が
あ
つ
た
や
う
で
あ
る
。
先
生
は
や
つ
と
面
目
を
取
り
返
し
て
、

「
コ
レ
ハ
　
ハ
コ
デ
ス
」
を
一
人
々
々
に
云
ほ
せ
て
教
室
を
一
巡
し
た
。

そ
し
て
、
や
れ
や
れ
と
思
っ
て
前
列
の
少
年
の
ノ
ー
ト
を
見
る
と
も
な
し

に
覗
き
込
ん
で
あ
っ
と
ば
か
り
に
驚
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
に
は
漢
文
で
、

「
火
紫
是
ハ
コ
也
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。

四
　
国
語
の
醇
正
化
教
育
へ
の
反
省

国
民
学
校
等
に
お
け
る
国
語
の
醇
正
化
教
育
の
徹
底
が
図
ら
れ
れ
ば
、
そ

れ
に
対
す
る
抵
抗
や
反
撥
は
あ
っ
た
も
の
と
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
更
級

郡
大
岡
村
の
分
教
場
（
小
学
校
）
　
で
学
習
経
験
を
も
つ
市
川
好
治
氏
（
昭
和

注
五

一
三
年
、
当
時
著
者
二
学
年
）
　
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

「
サ
ル
ト
カ
ー
こ
　
の
表
題
で
知
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
猿
蟹
合
戦
を
読
ま

さ
れ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
例
の
調
子
で
、
兄
ゆ
ず
り
の
本
で
暗
記
し

た
の
を
す
ら
す
ら
と
唱
え
て
い
っ
た
。
い
ろ
り
の
粟
が
は
ね
て
猿
の
し
り

に
や
け
ど
を
さ
せ
る
く
だ
り
に
、
猿
が
「
あ
っ
ち
ち
」
と
叫
ぶ
と
こ
ろ
が

あ
る
。
隣
の
学
年
を
数
え
て
い
た
先
生
が
一
節
を
聞
き
と
が
め
て
、
「
も

う
一
度
－
」
と
私
に
読
み
返
し
を
命
じ
た
。
「
あ
っ
ち
ち
」
と
声
を
い
っ

そ
う
張
り
あ
げ
る
と
、
先
生
は
「
な
に
？
　
あ
っ
ち
ち
な
ん
て
ど
こ
に
書

い
て
あ
る
ん
だ
？
」
と
い
っ
て
私
の
そ
ば
へ
す
っ
飛
ん
で
来
た
。
〓
字

ず
つ
読
ん
で
み
ろ
」
と
促
さ
れ
て
l
字
ず
つ
読
み
進
む
と
、
教
科
書
に
は

「
ア
ッ
、
ツ
、
ツ
」
と
亭
い
て
あ
っ
た
。
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「
声
が
小
さ
い
。
も
っ
と
大
き
な
声
で
ー
」
そ
う
い
わ
れ
て
も
、
「
ア
ッ
、

ツ
、
ツ
」
と
叫
び
声
の
よ
う
に
続
け
て
読
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

熱
い
も
の
を
持
っ
て
や
け
ど
し
そ
う
に
な
っ
た
と
き
、
田
舎
で
は
「
ア

ッ
、
ツ
、
ツ
」
と
は
だ
れ
も
言
わ
ず
、
「
ア
ッ
、
チ
、
チ
」
と
い
っ
た
の

で
あ
る
。
「
ア
ッ
、
チ
、
チ
」
が
本
当
な
ん
だ
と
私
は
地
団
駄
踏
む
思
い

だ
っ
た
が
、
こ
れ
ば
か
り
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。

「
ア
ッ
、
ツ
、
ツ
」
と
い
う
標
準
語
的
な
言
い
方
に
親
し
め
ず
、
患
わ
ず

生
活
言
語
（
方
t
l
吾
　
で
あ
る
「
ア
ッ
、
チ
、
チ
」
　
の
言
い
方
で
読
ん
で
し
ま

っ
た
著
者
の
体
験
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
児
童
の
も
つ
言
語
感
覚
の
な
か

で
教
科
書
的
語
彙
と
生
活
語
彙
と
が
乗
離
し
て
し
ま
っ
た
典
型
例
と
思
わ
れ

る。

ま
た
生
活
語
彙
と
当
時
の
国
民
学
校
に
お
い
て
、
生
活
言
語
（
方
言
）
抜

き
で
は
国
語
教
育
が
成
立
し
な
い
と
考
え
て
い
た
教
員
の
存
在
を
示
す
次
の

注
六

よ
う
な
記
鏡
が
あ
る
。
綴
り
方
に
つ
い
て
の
記
銀
（
「
低
学
年
の
綴
り
方
」

昭
和
〓
ハ
年
三
月
）
　
の
な
か
で
次
の
よ
う
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る。

「
あ
ゝ
、
お
れ
た
ち
の
こ
と
ば
だ
。
さ
う
だ
さ
う
だ
」
と
、
よ
ろ
こ
び

う
な
づ
く
時
、
実
に
そ
の
こ
と
ば
が
か
れ
ら
に
素
直
に
真
実
で
あ
っ
た
か

ら
で
す
。

7
7

ク
サ
ガ
ヌ
ッ
カ

ニ
ヱ
ガ

ス

ッ

トー
ー
ー
鹿
児
島
県

「
あ
ゝ
、
草
が
ぬ
く
と
い
、

旬
が
す
っ
と
は
な
へ
く
る
」

と
い
ふ
の
で
す
。

男」－－

こ
の
場
合
方
言
が
生
き
く
と
活
き
て
ゐ
ま
す
。
下
の
様
に
し
て
し
ま

っ
た
ら
詩
の
生
命
は
な
く
な
り
さ
う
で
す
。

方
言
の
指
導
も
必
要
で
す
が
、
詩
の
指
導
の
場
合
は
云
々
し
な
く
て
自

由
に
発
表
さ
せ
る
べ
き
だ
と
思
ひ
ま
す
。

か
う
し
た
言
葉
叫
び
を
板
書
さ
れ
た
り
刷
ら
れ
た
り
す
る
と
、
だ
ん
く

子
供
た
ち
も
、
「
お
れ
だ
っ
て
い
ゝ
た
い
こ
と
が
あ
る
。
書
い
て
見
た

い
。
」
と
い
ふ
や
う
に
な
る
と
思
ひ
ま
す
。

次
の
段
階
に
は
そ
れ
′
ぐ
、
自
由
に
自
分
の
こ
と
ば
、
人
の
し
ゃ
べ
っ
た
こ

と
ば
等
を
か
ゝ
せ
ま
す
。

有
田
先
生
は
こ
れ
を
「
言
葉
の
写
生
」
と
い
つ
て
を
ら
れ
ま
す
。

（中略）
ガ

ツ

コ

ウ

ゴ

ッ

コ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ

イ

ゴ

私
タ
チ
ハ
セ
ソ
セ
イ
ゴ
ッ
コ
ヲ
シ
マ
シ
タ
。

一
ト
ウ
サ
キ
ノ
セ
ソ
セ
イ
ハ
サ
ブ
チ
ャ
デ
ス
。
サ
プ
チ
ャ
ハ
　
「
キ
ヲ
ツ
ケ

ー
」
　
ト
イ
ヒ
マ
シ
タ
。

「
十
五
人
ノ
子
ド
モ
ガ
ヰ
マ
ス
。
ソ
シ
タ
ラ
六
ニ
ソ
ウ
チ
へ
カ
へ
リ
マ
シ

タ
。
ア
ト
ナ
ン
ニ
ソ
ノ
コ
ッ
テ
ヰ
ル
ダ
ラ
ウ
。
」

マ
ア
チ
ャ
ト
私
ハ
手
ヲ
ア
ゲ
マ
シ
タ
。
サ
ブ
チ
ャ
ハ
　
マ
ア
チ
ャ
ト
イ
ヒ

マ

シ

タ

。

マ

ア

チ

ャ

ハ

　

九

人

　

ト

イ

ヒ

マ

シ

タ

。

「

ア

ッ

テ

ル

ヨ

」

　

ト

サ
ブ
チ
ャ
ガ
イ
ヒ
マ
シ
タ
。

サ
ウ
シ
テ
コ
ソ
ド
ハ
マ
ア
チ
ャ
ガ
セ
ソ
セ
イ
こ
ナ
リ
マ
シ
タ
。

マ
ア
チ
ャ
ハ
　
「
ウ
シ
ガ
五
十
ピ
キ
ヰ
マ
ス
。
ソ
レ
ダ
ケ
レ
ド
五
ヒ
キ
ニ
ゲ

マ
シ
タ
。
イ
ク
ヒ
キ
ノ
コ
ッ
テ
ヰ
ル
デ
セ
ウ
。
」

、
、
、
ソ
ナ
ガ
手
ヲ
ア
ゲ
マ
シ
タ
。

私
ヲ
ヨ
ソ
ダ
ノ
デ
「
五
十
ハ
十
ガ
五
モ
ア
ル
ム
ソ
デ
ソ
ノ
ウ
チ
ノ
十
カ
ラ

五
ヲ
ト
ッ
テ
五
ノ
コ
ル
ム
ソ
デ
、
ア
ト
ノ
四
十
ト
イ
マ
ノ
五
ト
ア
ハ
セ
テ

四
十
五
ヒ
キ
ダ
」
　
ト
イ
ヒ
マ
シ
タ
。

（テ脱）

マ
ア
チ
ャ
ハ
　
ア
ッ
ヰ
ル
　
ト
イ
ッ
テ
ジ
ブ
ソ
ノ
所
へ
カ
へ
リ
マ
シ
タ
。

平
吾
が
「
五
十
ハ
十
ガ
五
モ
ア
ル
モ
ソ
デ
」
と
い
っ
た
の
は
自
分
の
教
室

で
ど
う
い
ふ
ふ
う
に
頭
を
つ
か
っ
て
答
を
出
し
た
か
を
時
々
口
で
発
表
さ



90清水　登

せ
ら
れ
る
の
で
、
た
ゞ
四
十
五
ひ
き
と
い
は
ず
、
あ
ゝ
い
っ
た
の
だ
と
思

ひ
ま
す
。
「
自
分
流
の
計
算
の
方
法
を
そ
の
ま
ゝ
こ
ま
か
く
善
い
て
ゐ
る

の
が
よ
い
と
思
ふ
。
遊
び
や
行
動
の
結
果
だ
け
を
し
な
い
で
、
そ
こ
で
頭

を
働
か
せ
た
順
序
を
他
人
に
も
わ
か
ら
せ
る
や
う
に
書
く
け
い
こ
が
大
切

だ
」
（
百
田
）

「
他
人
に
も
わ
か
る
や
う
に
か
く
け
い
こ
」
は
つ
ゞ
り
方
に
於
て
重
要
な

言
葉
だ
と
思
ひ
ま
す
。

話
し
方
と
も
関
連
し
て
釆
ま
す
が
、
自
分
だ
け
わ
か
っ
て
ゐ
て
人
に
要
儀

を
得
ず
、
l
面
か
ら
見
ら
れ
る
「
イ
ソ
シ
ュ
ソ
コ
ソ
ク
な
暗
い
態
度
」
を

棄
て
思
っ
て
ゐ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
発
表
す
る
や
う
に
指
導
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
ひ
ま
す
。

右
の
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る
有
田
宗
治
氏
（
l
八
九
三
Ⅰ
一
九
五
五
）
　
は
、

詩
人
、
児
童
文
学
者
と
し
て
の
活
躍
を
す
る
か
た
わ
ら
、
綴
り
方
教
育
に
つ

い
て
積
極
的
に
提
言
を
行
い
、
綴
り
方
研
究
誌
『
工
程
』
　
『
綴
方
学
校
』
を

主
宰
し
、
実
践
家
の
育
成
に
努
め
た
人
物
で
あ
る
。
右
の
記
述
に
あ
る
よ
う

に
、
菅
田
氏
の
綴
り
方
に
お
け
る
指
導
論
理
は
、
記
銀
者
（
教
員
）
　
の
綴
り

方
の
指
導
を
支
え
る
基
本
理
念
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
百
田

往
七

氏
の
論
文
に
よ
り
氏
の
綴
り
方
教
育
の
指
導
理
論
を
み
て
み
ょ
う
。

こ
の
こ
と
を
い
は
ゆ
る
生
活
綴
方
と
い
ふ
も
の
ゝ
上
に
就
て
考
へ
て
見

れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
い
は
ゆ
る
生
活
綴
方
が
、
子
供
の
生
活
態
度
　
－
　
厳

密
に
は
子
供
の
綴
る
態
度
の
培
養
誘
導
と
い
ふ
こ
と
を
主
眼
と
し
て
釆
た

と
い
ふ
こ
と
は
ど
う
や
ら
間
違
ひ
の
な
い
見
解
の
や
う
で
あ
る
が
、
こ
の

こ
と
は
必
然
的
に
或
は
一
方
的
に
生
活
態
度
の
滴
義
と
い
ふ
方
に
綴
方
教

育
の
重
点
が
置
か
れ
、
そ
の
l
面
に
直
接
の
表
現
指
導
と
い
ふ
こ
と
が
相

当
疎
か
に
さ
れ
て
来
た
。
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
が
い
へ
る
の
で
あ
る
。
い

ひ
か
へ
れ
ば
、
中
味
の
価
値
の
検
討
に
迫
ほ
れ
て
、
表
現
技
術
1
－
・
書
き

か
た
の
指
導
の
方
が
や
ゝ
お
留
守
に
な
っ
て
釆
た
と
い
ふ
観
が
な
い
と
は

い
へ
ぬ
。
生
活
態
度
の
酒
豪
と
い
ふ
こ
と
が
実
生
活
的
に
大
切
な
も
の
で

あ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
と
同
時
に
子
供
た
ち
の
現
実
の
問

題
と
し
て
必
要
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
も
の
は
、
そ
し
て
子
供
た
ち
の
生
活

に
と
っ
て
将
来
の
必
要
を
予
知
さ
せ
る
も
の
は
、
更
に
よ
り
直
接
に
、

「
書
く
」
　
－
　
「
書
け
る
」
こ
と
へ
の
指
導
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
た
ゞ
気
拝
を
書
く
、
経
験
を
書
く
、
見
た
ま
ゝ
き
い
た

ま
ゝ
を
書
く
、
あ
り
の
ま
ゝ
を
書
く
Ⅰ
と
い
ふ
や
う
な
漠
然
と
し
た
文

学
的
「
専
く
」
　
で
な
く
、
も
つ
と
実
用
的
な
意
味
で
、
．

ハ
ツ
キ
リ
書
く
、

聞
達
ひ
な
く
書
く
、

書
く
用
途
を
明
瞭
に
し
て
書
く
、

或
は
ど
ん
な
こ
と
で
も
書
き
得
る
資
質
を
養
ふ
　
－
　
さ
う
い
ふ
意
味
で

の
「
書
く
」
「
書
か
せ
る
」
　
の
指
導
が
望
ま
れ
て
来
な
く
て
ほ
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

百
田
氏
は
、
綴
り
方
教
育
に
お
け
る
実
践
家
の
陥
り
や
す
い
弊
害
と
し
て

表
現
技
術
の
軽
視
に
つ
い
て
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
綴
り
方
教
育
の
進
む
べ

き
方
向
性
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
、
生
活
言
語
（
方
言
）
　
の
も
つ
表
現
性
、
児
童
の
生
活
場

面
で
の
自
由
な
発
想
等
に
着
目
し
、
発
想
さ
れ
た
綴
り
方
教
育
の
理
論
な
ら

び
に
実
践
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
田
中
豊
太
郎
氏
（
当
時
東
京
高
等
師
範
学

注
八

校
付
属
国
民
学
校
訓
導
）
　
に
代
表
さ
る
批
判
的
見
方
も
存
在
し
て
い
た
。

「
か
う
見
た
。
」
、
「
か
う
感
じ
た
。
」
、
「
か
う
考
へ
た
。
」
、
と
い
ふ
心
持

は
、
そ
の
児
童
が
真
実
に
抱
い
て
ゐ
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

随
つ
て
、
綴
り
方
は
、
児
童
の
「
真
実
」
を
表
現
し
た
も
の
で
な
く
て

ほ
な
ら
な
い
と
l
応
言
っ
て
よ
い
。

し
か
し
、
こ
の
真
実
と
い
ふ
こ
と
に
大
き
な
問
題
が
存
在
し
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。
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見
た
通
り
だ
か
ら
真
実
だ
。

考
へ
た
通
り
だ
か
ら
真
実
だ
。

偽
ら
な
い
心
持
だ
か
ら
真
実
だ
。

と
い
ふ
や
う
に
片
づ
け
て
ほ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
従
来
の
綴
り
方
が
、

や
や
も
す
れ
ば
邪
道
に
陥
っ
て
ゐ
る
と
言
ほ
れ
た
の
も
、
こ
の
け
じ
め
が

は
っ
き
り
し
て
ゐ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
。

怒
り
た
い
か
ら
怒
る
、
ひ
っ
か
き
た
い
か
ら
ひ
っ
か
く
、
泣
き
た
い
か

ら
泣
く
こ
と
は
、
偽
り
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
動
物
で
あ
る
。

人
間
と
し
て
の
弁
へ
が
な
く
、
た
し
な
み
が
な
く
、
人
前
を
か
ま
は
ず
、

我
慢
も
せ
ず
、
怒
る
、
わ
め
く
、
ひ
っ
か
く
、
か
み
つ
く
の
で
あ
れ
ば
、

人
間
で
あ
り
な
が
ら
、
野
獣
で
あ
る
。

国
民
学
校
の
綴
り
方
も
、
児
童
の
真
実
を
書
か
せ
た
ら
よ
い
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
動
物
の
や
う
な
真
実
つ
ま
り
本
能
的
、
衝
動
的
、
無
教
養
の

も
の
を
書
か
せ
て
よ
い
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。

皇
国
の
少
国
民
と
し
て
の
真
実
な
心
持
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「
お

な
か
が
す
い
た
か
ら
ひ
も
じ
い
。
」
と
感
ず
る
の
は
、
当
然
で
あ
る
が
、

主
君
の
た
め
な
ら
ば
、
「
お
な
か
が
す
い
て
も
ひ
も
じ
う
な
い
。
」
と
い
ふ

の
も
真
実
で
あ
る
。

ど
ち
ら
も
真
実
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
児
童
の
生
活
の
現
実
で
あ
る
が
、

国
民
学
校
の
教
育
と
し
て
考
へ
る
綴
り
方
、
わ
け
て
も
大
東
亜
戦
下
の
国

民
教
育
に
あ
つ
て
は
、
本
能
的
、
衝
動
的
、
無
反
省
、
無
数
養
、
無
努
力

の
こ
と
な
ど
を
真
実
な
ど
と
は
言
っ
て
居
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
批
判
は
、
戦
時
下
と
い
う
状
況
下
で
の
錬
成
的
雰
囲
気
を
反

映
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
客
観
的
か
つ
学
問
的
な
態
度
か
ら
ほ
遠
い
も
の
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

五

　

ま

　

と

　

め

国
民
学
校
に
お
け
る
国
語
教
育
の
実
態
を
長
野
県
や
そ
の
他
の
学
校
に
つ

い
て
「
職
員
会
誌
」
等
の
関
係
資
料
を
中
心
に
概
観
し
て
み
た
。
長
野
県
の

各
学
校
で
は
「
国
民
学
校
令
施
行
規
則
」
（
国
民
科
国
語
）
　
に
示
さ
れ
た
教

科
目
標
の
一
つ
で
あ
る
「
音
声
言
語
（
話
し
言
葉
）
教
育
の
重
視
」
を
実
現

す
べ
く
、
「
児
童
心
得
」
等
の
指
導
書
を
作
成
し
、
指
導
の
徹
底
を
囲
っ
て

い
る
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
各
学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
の
家
庭
へ
印

刷
物
を
配
布
し
た
り
、
父
兄
懇
談
会
等
の
焼
金
を
利
用
す
る
な
ど
の
方
法
を

と
り
、
指
導
の
徹
底
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
明
ら
か
と
な
っ

た。

そ
も
そ
も
戟
時
下
に
お
け
る
音
声
言
語
（
話
し
言
葉
）
教
育
の
重
視
（
挨

拶
、
敬
語
な
ら
び
に
日
常
語
の
躾
等
を
含
む
）
　
の
背
景
を
考
え
る
と
、
国
策

と
し
て
の
国
語
の
統
一
（
標
準
語
の
確
立
）
と
い
っ
た
必
要
性
に
よ
る
「
方

言
の
矯
正
」
な
ら
び
に
「
醇
正
な
る
国
語
の
使
用
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

国
民
学
校
に
お
け
る
国
語
教
育
は
、
多
分
に
錬
成
的
か
つ
画
一
的
な
も
の
と

な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
国
語
教
育
に
対
し
、
生
活

言
語
（
方
言
）
　
の
も
つ
表
現
性
に
着
目
し
、
児
童
の
生
活
場
面
で
の
発
想
を

活
か
す
綴
り
方
教
育
に
心
を
砕
い
て
い
る
教
師
の
存
在
に
つ
い
て
も
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
音
声
言
語
教
育
の
本
来
的
な
あ
り

方
を
考
え
る
際
の
大
事
な
視
点
と
考
え
ら
れ
る
。

桂
一
白
井
勇
「
国
語
教
育
近
来
の
傾
向
と
批
判
」
（
r
学
習
研
究
し
第
l
九
巻
第

一
号
　
昭
和
l
五
年
）

「
読
み
」
の
教
育
に
よ
っ
て
「
考
へ
る
」
と
か
「
味
は
ふ
」
と
か
の
力
は

出
来
た
が
、
「
自
分
の
意
志
を
言
葉
に
よ
っ
て
完
全
に
人
に
伝
へ
る
」
カ
が

つ
か
ず
、
「
正
し
い
日
本
語
」
さ
へ
話
せ
な
か
っ
た
。
こ
ゝ
に
標
準
語
の
教

育
が
叫
ば
れ
る
に
至
っ
た
第
一
の
理
由
が
あ
る
。

国
語
教
育
の
こ
の
や
う
な
欠
陥
に
気
づ
か
せ
た
の
は
、
外
地
の
日
本
語
数
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青
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）
之
を
外
国
に
推
し
広
め
る
と
な
る
と
、
「
何
を
日
本

語
と
す
る
か
」
を
先
づ
決
定
せ
ね
は
な
ら
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
ア
ク
セ
ソ

ト
の
決
定
が
さ
し
あ
た
つ
て
の
問
題
と
な
り
、
国
内
の
標
準
語
教
育
に
一
層

の
刺
激
を
与
へ
た
の
で
あ
る
。
（
所
収
『
国
語
教
育
史
資
料
」
東
京
法
令
出

版
株
式
会
社
二
昭
和
五
六
年
四
月
）
第
一
巻
二
一
四
〇
貢
。

r
昭
和
戦
争
期
の
国
民
学
校
」
　
（
寺
川
弘
文
館
・
平
成
五
年
七
月
）
四
四
頁
。

「
琉
球
圏
生
活
語
の
研
究
』
　
（
株
式
会
社
春
秋
社
・
平
成
六
年
一
月
）
一
八

二頁。「
日
本
語
の
教
室
」
「
文
学
』
第
八
巻
四
号
（
昭
和
一
五
年
四
月
）
　
l
三
九

貫。

注
五
　
「
聖
山
麓
の
分
教
場
　
－
　
教
育
と
民
俗
の
原
郷
　
－
　
』
（
創
樹
社
・
昭
和
五

九
年
八
月
）
七
二
貢
。

注
六
　
「
低
学
年
の
綴
り
方
」
（
r
長
野
県
教
育
史
」
）
巻
一
五
・
上
伊
那
郡
春
近
尋

常
高
等
小
学
校
・
五
三
六
貢
。

注
七
　
「
綴
方
指
導
の
新
動
向
」
（
昭
和
一
四
年
）
所
収
冒
衰
教
育
史
資
料
」
第

一
巻
二
l
三
八
貢
。

注
入
　
「
国
民
学
校
の
綴
り
方
の
進
む
べ
き
道
」
（
r
国
民
学
校
国
民
科
綴
方
精
義
」

教
育
科
学
社
・
昭
和
一
七
年
三
月
）
所
収
野
地
潤
家
編
『
作
文
・
綴
り
方
教

育
史
資
料
山
下
・
三
七
三
貫
。


